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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　一端部に頭部を有し、軸部に雄ねじ部、及び、前記雄ねじ部の中間部に形成した嵌合軸

部を有するボルト本体と、

　前記嵌合軸部を外周方向から導入自在な切り欠きを外周に開口し、前記嵌合軸部の外周

に密着自在に、前記嵌合軸部に嵌合した円筒状の脱落防止部材と、を備え、

　前記脱落防止部材は、

　前記雄ねじ部に螺合自在なナット部材の雌ねじ部の山径より直径が小さい円形の外周と

、

　当該脱落防止部材の外周から膨出し、先端面が前記ナット部材の雌ねじ部の内壁を押圧

自在な突部と、を有し、

　前記ボルト本体に対して前記ナット部材を所定のトルク以上で回転した状態では、前記

突部の押圧力に抗して、前記ナット部材を前記ボルト本体に対して螺進でき、

　前記ナット部材が前記頭部に向かって前記突部を通過した状態では、前記突部が弾性復

帰して、前記ボルト本体に対して前記ナット部材の脱落を防止する、脱落防止ボルト。

【請求項２】

　前記突部の形状は円錐台状である請求項１記載の脱落防止ボルト。

【請求項３】

　前記頭部は、すり割り溝付きの正六角柱からなる請求項１又は２記載の脱落防止ボルト

。
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【 請 求 項 ４ 】

　 一 端 部 に 頭 部 を 有 し 、 軸 部 に 雄 ね じ 部 、 及 び 、 前 記 雄 ね じ 部 の 中 間 部 に 形 成 し た 嵌 合 軸

部 を 有 す る ボ ル ト 本 体 と 、 前 記 嵌 合 軸 部 に 嵌 合 す る 円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 と を 備 え た 脱 落

防 止 ボ ル ト の 、 脱 落 防 止 部 材 で あ っ て 、

　 前 記 雄 ね じ 部 に 螺 合 自 在 な ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 山 径 よ り 直 径 が 小 さ い 円 形 の 外 周 と

、

　 当 該 脱 落 防 止 部 材 の 外 周 か ら 膨 出 し 、 先 端 面 が 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 内 壁 を 押 圧

自 在 な 突 部 と 、 を 有 し 、

　 前 記 突 部 は 、 前 記 ボ ル ト 本 体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回 転 し た 状

態 で は 、 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 前 記 ボ ル ト 本 体 に 対 し て 螺 進 で き る よ う に 押 圧 さ れ 、 前 記 ナ ッ

ト 部 材 が 前 記 頭 部 に 向 か っ て 前 記 突 部 を 通 過 し た 状 態 で は 、 弾 性 復 帰 し て 、 前 記 ボ ル ト 本

体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 脱 落 を 防 止 す る 、 脱 落 防 止 部 材 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 突 部 の 形 状 は 円 錐 台 状 で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 脱 落 防 止 部 材 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 脱 落 防 止 ボ ル ト 及 び 脱 落 防 止 部 材 に 関 す る 。 特 に 、 ボ ル ト の ね じ 部 に 螺 合 し

た ナ ッ ト 部 材 が ボ ル ト か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 す る 脱 落 防 止 部 材 を 備 え た 脱 落 防 止 ボ ル ト

及 び 脱 落 防 止 部 材 の 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト は 、 複 数 の 被 締 結 部 材 を 着 脱 自 在 に 結 合 さ せ る た め の 締 結 具 と し て 広

く 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の ボ ル ト 及 び ナ ッ ト は 、 振 動 が 繰 り 返 し て 作 用 す る と 、 ボ ル ト

に 対 し て ナ ッ ト が 弛 み 易 い こ と か ら 、 ボ ル ト の 軸 部 に そ の 外 周 方 向 か ら ピ ン 穴 を 貫 通 し 、

こ の ピ ン 穴 に 割 ピ ン を 挿 通 し て 係 止 す る こ と で 、 ボ ル ト か ら ナ ッ ト が 脱 落 す る こ と を 防 止

し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 、 従 来 の 脱 落 防 止 ボ ル ト は 、 そ の 軸 部 に ナ ッ ト を 螺 合 し た 後 に 、 割 ピ ン を ボ ル ト

の 軸 部 に そ の 外 周 方 向 か ら 挿 入 す る 必 要 が あ っ た 。 又 、 割 ピ ン を ボ ル ト の 軸 部 の 挿 通 後 に

、 割 ピ ン の 先 端 側 を 外 側 に 折 り 曲 げ る 必 要 が あ っ た 。 こ の た め 、 従 来 の 脱 落 防 止 ボ ル ト は

、 作 業 性 が 良 く な い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の た め 、 ボ ル ト の 軸 部 に ナ ッ ト を 螺 合 す る だ け で 、 ボ ル ト か ら ナ ッ ト が 脱 落 す る こ と

を 防 止 で き る 脱 落 防 止 ボ ル ト が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ６ ８ ２ １ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 図 ７ は 、 従 来 技 術 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 ボ ル ト の 軸 部 に ナ

ッ ト を 装 着 し た 状 態 図 で あ る 。 図 ８ は 、 従 来 技 術 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 部 分

拡 大 縦 断 面 図 で あ り 、 ボ ル ト の 軸 部 に ナ ッ ト を 装 着 し た 状 態 図 で あ る 。 な お 、 本 願 の 図 ７

と 図 ８ は 、 特 許 文 献 １ の 図 １ と 図 ２ に 相 当 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 図 ７ 又 は 図 ８ を 参 照 す る と 、 従 来 技 術 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト ９ は 、 ボ ル ト 本 体 ９ １ 、 ビ

ン 部 材 ９ ２ 、 及 び 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ を 備 え て い る 。 ボ ル ト 本 体 ９ １ は 、 頭 部 ９ １ ｈ と

軸 部 ９ １ ｓ で 構 成 し て い る 。 軸 部 ９ １ ｓ は 、 雄 ね じ 部 ９ １ ｍ を 先 端 部 側 に 形 成 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】

　 図 ７ 又 は 図 ８ を 参 照 す る と 、 雄 ね じ 部 ９ １ ｍ に は 、 ナ ッ ト ９ ｎ を 螺 合 で き る 。 又 、 雄 ね

じ 部 ９ １ ｍ に は 、 軸 部 ９ １ ｓ の 外 周 方 向 か ら 軸 部 ９ １ ｓ の 中 心 を 通 過 し た 竪 穴 ９ １ １ を 穿

設 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 図 ７ 又 は 図 ８ を 参 照 す る と 、 ビ ン 部 材 ９ ２ は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ を 介 し て 、 竪 穴 ９ １

１ に 保 持 さ れ て い る 。 又 、 ビ ン 部 材 ９ ２ は 、 そ の 先 端 部 が 雄 ね じ 部 ９ １ ｍ の 外 周 か ら 出 没

自 在 に 、 竪 穴 ９ １ １ に 保 持 さ れ て い る 。 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ は 、 ビ ン 部 材 ９ ２ の 先 端 部 が

雄 ね じ 部 ９ １ ｍ の 外 周 か ら 突 出 す る 力 を 付 勢 し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 ８ を 参 照 す る と 、 ビ ン 部 材 ９ ２ は 、 斜 面 部 ９ ２ ｓ を 先 端 に 形 成 し て い る 。 斜 面 部 ９ ２

ｓ は 、 軸 部 ９ １ ｓ の 先 端 部 か ら 頭 部 ９ １ ｈ に 向 か っ て 上 り 傾 斜 し て い る 。 又 、 ビ ン 部 材 ９

２ は 、 段 差 部 ９ ２ ｄ を 斜 面 部 ９ ２ ｓ と 反 対 側 に 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 ８ を 参 照 す る と 、 竪 穴 ９ １ １ は 、 そ の 開 口 縁 の 一 部 を 封 鎖 す る か し め 部 ９ １ ２ を 有 し

て い る 。 か し め 部 ９ １ ２ は 、 ビ ン 部 材 ９ ２ の 軸 回 り の 回 動 を 規 制 し て い る と 共 に 、 段 差 部

９ ２ ｄ の 底 面 に 当 接 し て 、 軸 部 ９ １ ｓ に 対 し て 、 ビ ン 部 材 ９ ２ の 脱 落 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 ８ を 参 照 し て 、 ナ ッ ト ９ ｎ を 雄 ね じ 部 ９ １ ｍ に 螺 合 し 、 頭 部 ９ １ ｈ に 向 か っ て ナ ッ ト

９ ｎ を 螺 進 す る と 、 ナ ッ ト ９ ｎ の 雌 ね じ 部 が 斜 面 部 ９ ２ ｓ に 摺 接 し 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３

の 付 勢 力 に 抗 し て 、 ビ ン 部 材 ９ ２ を 押 し 下 げ る こ と が で き る 。 そ し て 、 頭 部 ９ １ ｈ に 向 か

っ て ナ ッ ト ９ ｎ を 螺 進 で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ７ を 参 照 し て 、 ナ ッ ト ９ ｎ が ビ ン 部 材 ９ ２ を 通 過 し た 後 は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ９ ３ の 付

勢 力 で 、 ビ ン 部 材 ９ ２ の 先 端 部 を 雄 ね じ 部 ９ １ ｍ の 外 周 か ら 突 出 で き る 。 そ し て 、 脱 落 防

止 ボ ル ト ９ は 、 ナ ッ ト ９ ｎ が ボ ル ト 本 体 ９ １ か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト は 、 作 業 現 場 に お い て 、 ナ ッ ト の 螺 合 作 業 だ け で 、 割

ピ ン の 挿 通 作 業 な ど の 細 か い 作 業 を 行 わ ず に 、 ナ ッ ト の 抜 け 止 め を 実 施 で き る 、 と し て い

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト ９ は 、 ビ ン 部 材 ９ ２ を 竪 穴 ９ １ １ の 内 部 に 強

制 的 に 押 し 込 ま な け れ ば 、 ナ ッ ト ９ ｎ を ボ ル ト 本 体 ９ １ か ら 取 り 外 す こ と が で き な い （ 図

７ 参 照 ） 、 と い う 問 題 が あ る 。 ボ ル ト に 対 し て ナ ッ ト 部 材 の 着 脱 が 容 易 な 脱 落 防 止 ボ ル ト

が 求 め ら れ て い る 、 そ し て 、 以 上 の こ と が 本 発 明 の 課 題 と い っ て よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ボ ル ト に 対 し て ナ ッ ト 部 材 の

着 脱 が 容 易 な 脱 落 防 止 ボ ル ト 及 び 脱 落 防 止 部 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 軸 部 の 外 周 方 向 か ら 嵌 合 自 在 な 円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 を ボ ル ト の ね じ 部

の 中 間 部 に 取 り 付 け 、 脱 落 防 止 部 材 に は 、 ナ ッ ト 部 材 に 形 成 し た 雌 ね じ を 押 圧 自 在 な 円 錐

台 状 の 突 部 を 設 け る こ と で 、 ボ ル ト に 対 し て ナ ッ ト 部 材 の 着 脱 が 容 易 に で き る こ と を 見 出

し 、 こ れ に 基 づ い て 、 以 下 の よ う な 新 た な 脱 落 防 止 ボ ル ト 及 び 脱 落 防 止 部 材 を 発 明 す る に

至 っ た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 （ １ ） 本 発 明 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト は 、 一 端 部 に 頭 部 を 有 し 、 軸 部 に 雄 ね じ 部 、 及 び 、

前 記 雄 ね じ 部 の 中 間 部 に 形 成 し た 嵌 合 軸 部 を 有 す る ボ ル ト 本 体 と 、 前 記 嵌 合 軸 部 を 外 周 方

向 か ら 導 入 自 在 な 切 り 欠 き を 外 周 に 開 口 し 、 前 記 嵌 合 軸 部 の 外 周 に 密 着 自 在 に 、 前 記 嵌 合

軸 部 に 嵌 合 し た 円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 と 、 を 備 え 、 前 記 雄 ね じ 部 に 螺 合 自 在 な ナ ッ ト 部 材
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の 雌 ね じ 部 の 山 径 よ り 直 径 が 小 さ い 円 形 の 外 周 と 、 当 該 脱 落 防 止 部 材 の 外 周 か ら 円 錐 台 状

に 膨 出 し 、 先 端 面 が 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 内 壁 を 押 圧 自 在 な 突 部 と 、 を 有 し 、 前 記

ボ ル ト 本 体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回 転 し た 状 態 で は 、 前 記 突 部 の

押 圧 力 に 抗 し て 、 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 前 記 ボ ル ト 本 体 に 対 し て 螺 進 で き 、 前 記 ナ ッ ト 部 材 が

前 記 頭 部 に 向 か っ て 前 記 突 部 を 通 過 し た 状 態 で は 、 前 記 突 部 が 弾 性 復 帰 し て 、 前 記 ボ ル ト

本 体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 脱 落 を 防 止 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 （ ２ ） 前 記 突 部 の 形 状 は 円 錐 台 状 で あ っ て も よ い 。

　 （ ３ ） 前 記 頭 部 は 、 す り 割 り 溝 付 き の 正 六 角 柱 か ら な っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 （ ４ ） 本 発 明 に よ る 脱 落 防 止 部 材 は 、 一 端 部 に 頭 部 を 有 し 、 軸 部 に 雄 ね じ 部 、 及 び 、 前

記 雄 ね じ 部 の 中 間 部 に 形 成 し た 嵌 合 軸 部 を 有 す る ボ ル ト 本 体 と 、 前 記 嵌 合 軸 部 に 嵌 合 す る

円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 と を 備 え た 脱 落 防 止 ボ ル ト の 、 脱 落 防 止 部 材 で あ っ て 、 前 記 雄 ね じ

部 に 螺 合 自 在 な ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 山 径 よ り 直 径 が 小 さ い 円 形 の 外 周 と 、 当 該 脱 落 防

止 部 材 の 外 周 か ら 膨 出 し 、 先 端 面 が 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 内 壁 を 押 圧 自 在 な 突 部 と

、 を 有 し 、 前 記 突 部 は 、 前 記 ボ ル ト 本 体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回

転 し た 状 態 で は 、 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 前 記 ボ ル ト 本 体 に 対 し て 螺 進 で き る よ う に 押 圧 さ れ 、

前 記 ナ ッ ト 部 材 が 前 記 頭 部 に 向 か っ て 前 記 突 部 を 通 過 し た 状 態 で は 、 弾 性 復 帰 し て 、 前 記

ボ ル ト 本 体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 脱 落 を 防 止 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト は 、 雄 ね じ 部 の 中 間 部 に 形 成 し た 嵌 合 軸 部 を 有 す る ボ ル ト

本 体 と 、 嵌 合 軸 部 に 嵌 合 し た 円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 と 、 を 備 え 、 脱 落 防 止 部 材 は 、 先 端 面

が ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 内 壁 を 押 圧 自 在 な 突 部 を 有 し 、 ボ ル ト 本 体 に 対 し て ナ ッ ト 部 材

を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回 転 し た 状 態 で は 、 突 部 の 押 圧 力 に 抗 し て 、 ナ ッ ト 部 材 を ボ ル ト 本

体 に 対 し て 螺 進 で き 、 ナ ッ ト 部 材 が 頭 部 に 向 か っ て 突 部 を 通 過 し た 状 態 で は 、 突 部 が 弾 性

復 帰 し て 、 ボ ル ト 本 体 に 対 し て ナ ッ ト 部 材 の 脱 落 を 防 止 で き る 。

　 本 発 明 に よ る 脱 落 防 止 部 材 は 、 ボ ル ト 本 体 の 雄 ね じ 部 に 螺 合 自 在 な ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ

部 の 山 径 よ り 直 径 が 小 さ い 円 形 の 外 周 と 、 脱 落 防 止 部 材 の 外 周 か ら 膨 出 し 、 先 端 面 が 前 記

ナ ッ ト 部 材 の 雌 ね じ 部 の 内 壁 を 押 圧 自 在 な 突 部 と 、 を 有 し 、 突 部 は 、 ボ ル ト 本 体 に 対 し て

ナ ッ ト 部 材 を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回 転 し た 状 態 で は 、 ナ ッ ト 部 材 を ボ ル ト 本 体 に 対 し て 螺

進 で き る よ う に 押 圧 さ れ 、 ナ ッ ト 部 材 が 前 記 頭 部 に 向 か っ て 突 部 を 通 過 し た 状 態 で は 、 弾

性 復 帰 し て 、 ボ ル ト 本 体 に 対 し て 前 記 ナ ッ ト 部 材 の 脱 落 を 防 止 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 斜 視 分 解 組 立 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト に 備 わ る 脱 落 防 止 部 材 の 構 成 を 示 す 図 で あ り

、 図 ３ （ Ａ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 平 面 図 、 図 ３ （ Ｂ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 正 面 図 、 図 ３ （

Ｃ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 左 側 面 図 、 図 ３ （ Ｄ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 ボ ル ト 本 体 に ナ

ッ ト を 装 着 す る 前 の 状 態 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 ボ ル ト 本 体 に ナ

ッ ト を 装 着 し た 状 態 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 従 来 技 術 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 ボ ル ト の 軸 部 に ナ ッ

ト を 装 着 し た 状 態 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 従 来 技 術 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 部 分 拡 大 縦 断 面 図 で あ り 、 ボ ル ト の

軸 部 に ナ ッ ト を 装 着 し た 状 態 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ［ 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 ］

　 （ 全 体 構 成 ）

　 最 初 に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 全 体 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本

発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 前 記 実 施 形

態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 斜 視 分 解 組 立 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ３ は 、 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト に 備 わ る 脱 落 防 止 部 材 の 構 成 を 示 す 図 で あ

り 、 図 ３ （ Ａ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 平 面 図 、 図 ３ （ Ｂ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 正 面 図 、 図 ３

（ Ｃ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 左 側 面 図 、 図 ３ （ Ｄ ） は 、 脱 落 防 止 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ４ は 、 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 ボ ル ト 本 体 に

ナ ッ ト を 装 着 す る 前 の 状 態 図 で あ る 。 図 ５ は 、 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成

を 示 す 正 面 図 で あ り 、 ボ ル ト 本 体 に ナ ッ ト を 装 着 し た 状 態 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ６ は 、 前 記 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト の 構 成 を 示 す 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ か ら 図 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 ボ ル ト （ 以 下 、 ボ ル ト

と 略 称 す る ） １ ０ は 、 ボ ル ト 本 体 １ と 円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 ２ を 備 え て い る 。 ボ ル ト 本 体

１ は 、 一 端 部 に 頭 部 １ １ ｈ を 有 し 、 軸 部 に 雄 ね じ 部 １ １ ｍ 、 雄 ね じ 部 １ １ ｍ の 中 間 部 に 形

成 さ れ た 嵌 合 軸 部 １ １ ｆ 、 及 び ね じ 山 が 形 成 さ れ て い な い 非 雄 ね じ 部 １ １ ｎ を 備 え て い る

。 な お 、 非 雄 ね じ 部 １ １ ｎ は な く て も よ く 、 非 雄 ね じ 部 １ １ ｎ の 部 分 に 雄 ね じ 部 １ １ ｍ を

延 長 し て 設 け て も よ い 。 非 雄 ね じ 部 １ １ ｎ の 直 径 は 雄 ね じ 部 １ １ ｍ の 谷 径 と 同 じ に し て い

る が （ 図 ４ 参 照 ） 、 雄 ね じ 部 １ １ ｍ の 山 径 （ 外 径 ） ま で 大 き く し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ２ 又 は 図 ３ を 参 照 す る と 、 脱 落 防 止 部 材 ２ は 、 切 り 欠 き ２ ｄ を 外 周 ２ ｃ に 設 け て 開 口

し て い る 。 切 り 欠 き ２ ｄ に よ っ て 、 脱 落 防 止 部 材 ２ を ボ ル ト 本 体 １ の 嵌 合 軸 部 １ １ ｆ を 外

周 方 向 か ら 導 入 で き る 。 そ し て 、 脱 落 防 止 部 材 ２ は 、 嵌 合 軸 部 １ １ ｆ の 外 周 に 密 着 自 在 に

、 嵌 合 軸 部 １ １ ｆ に 嵌 合 し て い る （ 図 １ 又 は 図 ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ３ を 参 照 す る と 、 脱 落 防 止 部 材 ２ は 、 円 形 の 外 周 ２ ｃ と 突 部 ２ ｂ を 有 し て い る 。 脱 落

防 止 部 材 ２ の 外 周 ２ ｃ は 、 雄 ね じ 部 １ １ ｍ に 螺 合 自 在 な ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ の 雌 ね じ 部 ３ ｆ の

山 径 （ 内 径 ） よ り 直 径 を 小 さ く 構 成 し て い る （ 図 １ 又 は 図 ２ 及 び 図 ６ 参 照 ） 。 突 部 ２ ｂ は

、 脱 落 防 止 部 材 ２ の 外 周 ２ ｃ か ら 円 錐 台 状 に 膨 出 し て い る 。 突 部 ２ ｂ は 、 そ の 先 端 面 が ナ

ッ ト 部 材 ３ ｎ の 雌 ね じ 部 ３ ｆ の 内 壁 を 押 圧 で き る 。 突 部 ２ ｂ は 円 錐 台 状 に 特 に 限 定 さ れ ず

、 半 円 状 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ６ を 参 照 し て 、 ス パ ナ 又 は レ ン チ な ど の 工 具 を 用 い て 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト

部 材 ３ ｎ を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回 転 し た 状 態 で は 、 突 部 ２ ｂ の 押 圧 力 に 抗 し て 、 ナ ッ ト 部

材 ３ ｎ を ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て 螺 進 で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ５ を 参 照 し て 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ が 頭 部 １ １ ｈ に 向 か っ て 突 部 ２ ｂ を 通 過 し た 状 態 で は

、 突 部 ２ ｂ が 弾 性 復 帰 し て 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ の 脱 落 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 （ ボ ル ト 本 体 の 構 成 ）

　 次 に 、 実 施 形 態 に よ る ボ ル ト 本 体 １ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ 又 は 図 ２ 及 び 図 ４ か ら 図 ６

を 参 照 す る と 、 ボ ル ト 本 体 １ は 、 鉄 鋼 又 は ス テ ン レ ス 合 金 な ど 金 属 部 材 か ら な る こ と が 好

ま し く 、 合 成 樹 脂 部 材 を 必 ず し も 排 除 し な い 。 ボ ル ト 本 体 １ の 雄 ね じ 部 １ １ ｍ に ナ ッ ト 部
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材 ３ ｎ を 締 結 す る こ と で 、 図 示 し な い 複 数 の 被 締 結 部 材 を 着 脱 自 在 に 結 合 で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 １ 又 は 図 ２ 及 び 図 ４ 又 は 図 ５ を 参 照 す る と 、 実 施 形 態 に よ る ボ ル ト 本 体 １ は 、 す り 割

り 溝 １ １ ｄ 付 き の 正 六 角 柱 か ら な る 頭 部 １ １ ｈ を 有 す る 六 角 ボ ル ト を 開 示 し て い る が 、 ボ

ル ト 本 体 １ は 、 四 角 柱 の 頭 部 を 有 す る 四 角 ボ ル ト で 構 成 す る こ と も で き 、 円 柱 形 の 頭 部 に

六 角 形 の 穴 を 開 口 し た 六 角 穴 付 き ボ ル ト で 構 成 が す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 （ 脱 落 防 止 部 材 の 構 成 ）

　 次 に 、 実 施 形 態 に よ る 脱 落 防 止 部 材 ２ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 ３ を 参 照 す る と 、 脱 落 防 止

部 材 ２ は 、 鉄 鋼 又 は ス テ ン レ ス 合 金 な ど 金 属 部 材 か ら な る こ と が 好 ま し く 、 合 成 樹 脂 部 材

を 必 ず し も 排 除 し な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 例 え ば 、 図 ３ を 参 照 し て 、 帯 状 の 金 属 板 の 一 方 の 面 か ら 他 方 の 面 に 向 け て 、 突 部 ２ ｂ を

円 錐 台 状 に 膨 出 さ せ 、 突 部 ２ ｂ が 外 周 面 か ら 突 出 し た 状 態 で 、 金 属 板 を 円 筒 状 に 成 形 す る

こ と で 、 所 望 の 形 状 の 脱 落 防 止 部 材 ２ を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 （ ナ ッ ト 部 材 の 構 成 ）

　 次 に 、 実 施 形 態 に よ る ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ 又 は 図 ２ 及 び 図 ４ か ら 図

６ を 参 照 す る と 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ は 、 六 角 柱 状 の 形 状 を 有 す る 六 角 ナ ッ ト を 開 示 し た が 、

ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ は 、 四 角 柱 状 の 形 状 を 有 す る 四 角 ナ ッ ト で 構 成 す る こ と も で き 、 板 ナ ッ ト

で 構 成 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ は 、 雌 ね じ 部 を 形 成 し た 被 締 結 部 材 を 含 む こ と が で き 、 こ の 被 締 結 部 材

の 雌 ね じ 部 に ボ ル ト 本 体 １ の 雄 ね じ 部 １ １ ｍ を 締 結 す る こ と で 、 図 示 し な い 複 数 の 被 締 結

部 材 を 着 脱 自 在 に 結 合 で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ［ 脱 落 防 止 ボ ル ト の 作 用 ］

　 次 に 、 実 施 形 態 に よ る ボ ル ト １ ０ の 作 用 及 び 効 果 を 説 明 す る 。 図 ６ を 参 照 し て 、 ス パ ナ

又 は レ ン チ な ど の 工 具 を 用 い て 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を 所 定 の ト ル ク 以

上 で 回 転 し た 状 態 で は 、 突 部 ２ ｂ の 押 圧 力 に 抗 し て 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を ボ ル ト 本 体 １ に 対

し て 螺 進 で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ６ を 参 照 し て 、 ス パ ナ 又 は レ ン チ な ど の 工 具 を 用 い て 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト

部 材 ３ ｎ を 一 方 の 方 向 に 回 転 す る と 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を 頭 部 １ １ ｈ に 向 っ て 、 螺 進 で き る

。 ス パ ナ 又 は レ ン チ な ど の 工 具 を 用 い て 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を 他 方 の

方 向 に 回 転 す る と 、 頭 部 １ １ ｈ か ら 離 反 す る 方 向 に 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を 後 退 で き る 。 そ し

て 、 ボ ル ト 本 体 １ か ら ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を 取 り 外 す こ と が で き る （ 図 １ 又 は 図 ４ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 １ か ら 図 ６ を 参 照 す る と 、 実 施 形 態 に よ る ボ ル ト １ ０ は 、 従 来 技 術 に よ る 脱 落 防 止 ボ

ル ト ９ と 異 な り 、 ビ ン 部 材 ９ ２ を 竪 穴 ９ １ １ の 内 部 に 強 制 的 に 押 し 込 む こ と な く （ 図 ７ 又

は 図 ８ 参 照 ） 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を ボ ル ト 本 体 １ か ら 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る の で 、 便

利 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 一 方 、 図 ５ を 参 照 し て 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ が 頭 部 １ １ ｈ に 向 か っ て 突 部 ２ ｂ を 通 過 し た 状

態 で は 、 突 部 ２ ｂ が 弾 性 復 帰 し て 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ の 脱 落 を 防 止 で

き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 実 施 形 態 に よ る ボ ル ト １ ０ は 、 雄 ね じ 部 １ １ ｍ の 中 間 部 に 形 成 し た 嵌 合 軸 部 １ １ ｆ を 有

す る ボ ル ト 本 体 １ と 、 嵌 合 軸 部 １ １ ｆ に 嵌 合 し た 円 筒 状 の 脱 落 防 止 部 材 ２ と 、 を 備 え 、 脱

落 防 止 部 材 ２ は 、 先 端 面 が ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ の 雌 ね じ 部 ３ ｆ の 内 壁 を 押 圧 自 在 な 突 部 ２ ｂ を
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有 し 、 ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を 所 定 の ト ル ク 以 上 で 回 転 し た 状 態 で は 、 突

部 ２ ｂ の 押 圧 力 に 抗 し て 、 ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ を ボ ル ト 本 体 １ に 対 し て 螺 進 で き 、 ナ ッ ト 部 材

３ ｎ が 頭 部 １ １ ｈ に 向 か っ て 突 部 ２ ｂ を 通 過 し た 状 態 で は 、 突 部 ２ ｂ が 弾 性 復 帰 し て 、 ボ

ル ト 本 体 １ に 対 し て ナ ッ ト 部 材 ３ ｎ の 脱 落 を 防 止 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 １ 　 ボ ル ト 本 体

　 ２ 　 脱 落 防 止 部 材

　 ２ ｂ 　 突 部

　 ２ ｃ 　 外 周

　 ２ ｄ 　 切 り 欠 き

　 ３ ｆ 　 雌 ね じ 部

　 ３ ｎ 　 ナ ッ ト 部 材

　 １ ０ 　 ボ ル ト （ 脱 落 防 止 ボ ル ト ）

　 １ １ 　 軸 部

　 １ １ ｆ 　 嵌 合 軸 部

　 １ １ ｈ 　 頭 部

　 １ １ ｍ 　 雄 ね じ 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

10



(8) JP  6713875  B2  2020.6.24

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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